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寒さが緩みはじめ、春の訪れがそこかしこに感じられる陽気になってきました。早いもので、今の学年で過ごす日も残りわずかになりました。 

一年間の学校生活はどうでしたか。進級、進学に向けて一年のまとめと日頃の食生活についても振り返ってみましょう。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月
こんげつ

の給食
きゅうしょく

目標
もくひょう

：感謝
かんしゃ

して食べよ
た   

う 

日本では、赤ちゃんのお食い初めをはじめ、七五三や入

学・進級・卒業、成人式、結婚式など、お祝い事のときに

「お赤飯」を食べる風習があります。お赤飯は、もち米に

小豆やささげを混ぜて蒸したり炊いたりしたもので、中国

から伝わった「赤米」がルーツとされています。赤い色が

悪いものを追い払うと信じられていたことから、人生の節

目となるお祝い事のときに食べられるようになりました。

給食でも、卒業のお祝い献立として、 

赤飯を給食室で炊きます。 

 

３月３日は、「ひな祭り」です。ひな人形や桃の花を飾ります。 

さまざまな願いを込めた料理やお菓子をいただきます。 

季節の節目となる五節句（五節供）の一つ「上巳の節句」でもあり、季節の 

花にちなんで「桃の節句」とも呼ばれます。  

ひな祭りの始まりは、平安時代までさかのぼります。古代中国か

ら伝わった「上巳節」という厄払いの風習と、貴族の女の子たちの

間で流行した人形遊びが結びつき、人形に災いを移して川に流す「流

しびな」の風習が生まれました。その後、豪華なひな人形を飾るよ

うになり、江戸時代には一般の人びとの間へも 広がっていき、現

代のようなひな祭りが行われるようになりました。 

緑・白・桃（ピンク）

の３色を重ねた、菱形の

もち。雪の下から新芽が

芽吹き、桃の花が咲く春

の様子を表現している

とされます。 

桃の花びらを酒に浸した

「桃花酒」を飲む風習があ

りましたが、江戸時代に「白

酒」が売り出されると、た

ちまち人気を集めて定着し

ました。 

もとはひしもちを砕いて

作られていました。関東地方

では米粒形の甘いポン菓子、

関西地方では直径１cmほど

の丸形のあられが親しまれ

ています。 

酢飯の上に、縁起の良い食べ物、旬の 

食べ物を彩りよく散らしたおすし。ひな祭りの

食べ物として定着したのは比較的、最近のこと

です。 

はまぐりは、対になった貝殻でない

と形がぴったり合わないことから、夫

婦円満の象徴とされています。 

「共食」とは、家族や友達、地域の人など、“誰か” と一緒に料理や食事をすることです。日本人

を対象としたさまざまな研究結果から、以下のような共食の効果が報告されています。家族の時間が

合わない場合も多いと思いますが、ぜひ、家族みんなで食卓を囲み、会話を楽しみながら食事をする

機会を増やしていきましょう。 

規則正しい食生活 
★ 食事や間食の 

  時間が規則正しい 

★ 朝食欠食が少ない 
 

健康な食生活 
★ 野菜や果物など健康的な 

  食品の摂取頻度が高い 

★ 主食・主菜・副菜を揃えて 

  バランスよく食べている 

生活リズム 
★ 起床時間や就寝時間が早い 

★ 睡眠時間が 

  長い 
 

自分が健康だと 

感じている 
★ 健康に関する 

  自己評価が高い 

★ 心の健康状態が 

良い 

 


